
Ⅰ．はじめに

　枝枯細菌病に感染したシラカシ新梢の病斑上には Fusarium属

を中心とした糸状菌類子実体の高密度な発生が認められることが

あり，病原細菌が発見される以前は糸状菌類が病原体と疑われて

いた（石原ほか，１９９４；松本ほか，１９９４；村本，１９９６）。また，

罹病枝組織からは Fusarium属の他，Macrophoma属などの糸

状菌類も高頻度に分離され，それらの中には病原性を示すものも

確認されている（石原ほか，１９９５a）。以上のことから，枝枯細菌

病の発生に糸状菌類が関与している可能性が考えられた。もし糸

状菌類に枝枯細菌病の発生を左右するような強い影響力が有ると

すれば，発生生態を研究する上で興味深いばかりでなく，防除法

開発に繋がる重要な情報となる。そこで，枝枯細菌を単独で接種

した場合と糸状菌類と一緒に接種した場合の病徴を比較すること

により，枝枯細菌病の発生に及ぼす糸状菌類の影響について調査

したので報告する。

Ⅱ．材料と方法

　１．供試菌株

　病原細菌は１９９５年７月に大津町の民有カシ育成畑のシラカシ罹

病枝から分離され，病原性が確認されたQM７６０１菌株を供試した。

糸状菌は前年の１９９４年，同所のシラカシ罹病枝組織から高頻度に

分離された Fusarium属の sp. －５菌株，Macrophoma属の sp.

－１菌株とMelanconium属の sp. －２０１菌株の合わせて３菌株を

供試した。

　２．接種試験

　接種試験は１９９５年９月１５日に森林総合研究所九州支所構内の苗

畑に植栽された約１０年生のシラカシに対して実施した。細菌の接

種源は１．４×１０８cfu ／ml に調整した菌体懸濁液を用い，糸状菌の

接種源は１．４～３．８×１０６cfu ／ml に調整した胞子懸濁液を用いた。

シラカシ新梢の先半分に単針で約１０ヶ所，刺し傷を付け，糸状

菌接種源または細菌接種源を噴霧接種した後，ポリエチレンバッ

クを被せて１晩湿室に保った。試験設計は１処理区１０本の新梢を

用い，病原細菌の単独接種区と糸状菌類の単独接種区，病原細菌

と糸状菌を同時に接種する複合接種区，滅菌水を噴霧処理するだ

けの対照区の計８処理区を設けた。

　３．再分離試験

　再分離試験は接種３５日目に行った。糸状菌は，８０％エタノール

に３０秒，次いで２％次亜塩素酸ソーダに２分浸漬した後，殺菌水

で３回洗浄して表面殺菌を行った病斑部を含む新梢を約５mm長

の組織切片に切り出して酸性 PDA（PH４．２）平板上に静置培養し

て分離した。細菌は上記組織切片５片を１％ペプトン水５ml 中

で磨砕して作成した組織磨砕液から，普通栄養寒天培地（日水社

製）を用いた希釈平板法により分離した。

　４．発病調査

　発病調査は接種した新梢の病徴を筆者らが考案した０，０．５，１

～５までの７段階の罹病程度（石原ほか，１９９５b）で表し，その

平均値をとって評価した。調査は接種開始３５日目に行った。

Ⅲ．結　果

　接種試験と再分離試験の結果を表－１に示す。Macrophoma 

sp. －１は単独接種で接種部位周辺に黒色壊死斑を形成するよう

な弱い病原性（平均罹病程度０．４）を示した（写真－１）。病原細

菌QM７６０１の単独接種では接種３５日目では，発病しても先枯れ程

度の軽度の病澂（平均罹病程度０．７）であった（写真－２）。これ

に対して，病原細菌をMacrophoma sp. －１と同時に接種すると，

病徴は急速に進展し，接種３５日目には新梢部分が全枯死した上に

元の成熟枝にまで枯れが及ぶという激しい発病（平均罹病程度

５．０）となった（写真－３）。一方，Fusarium sp. －５との複合

接種ではわずかに病徴進展が見られ，Melanconium sp. －２０１と

の複合接種では少なくとも接種３５日目では影響が認められなかっ

た。

　糸状菌と細菌を再分離した結果，細菌単独接種および複合接種

のいずれの新梢からも接種細菌が高頻度に再分離され，糸状菌接
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種の如何によらず，細菌の感染と増殖が起きていることがわかっ

た。一方，糸状菌類では Fusarium sp. －５は病原細菌との複合

接種下でのみ高頻度に分離された。Macrophoma sp. －１は単独

接種と複合接種の両区で高頻度に分離された。Melanconium sp.

－２０１は単独接種，複合接種区ともに分離されなかった。

Ⅳ．考　察

　今回の接種試験でMacrophoma属菌は有傷接種下でシラカシ

新梢に弱い病原性を持ち，しかも枝枯細菌病の病徴を顕著に進展

させることがわかった。本病は盛夏期に発病率，病徴進展速度共

に増大する傾向があり（石原ほか，１９９４，１９９５b）また，この時

期には病斑部組織からMacrophoma属菌や Fusarium属菌が高

頻度に分離されること（筆者ら未発表）から，自然条件下の発病

消長にMacrophoma属菌が関与している可能性が示唆された。

　一方，Fusarium sp. －５やMelanconium sp. －２０１は単独でシ

ラカシ新梢に定着できず，またMacrophoma sp. －１のように顕

著に病徴を進展させる効果も確認されなかったことから，これら

は感染部位に依存して腐生的に定着している糸状菌類と考えられ

た。しかしながら，今回のような短期間での経過観察では，

Fusarium属菌などが及ぼす長期の影響については判然としな

かった。また，罹病枝からは Fusarium属菌の他系統を含めて多

くの糸状菌類が分離されるので，これらの糸状菌類を供試して長

期的な調査を行う必要がある。加えて，本病の最終的な被害程度

や２次感染に及ぼすMacrophoma属菌の影響は，その病徴を進

展させる機構と共に未解明となり，今後の課題として残った。
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写真－１．Macrophoma sp. －１単独接種の病徴

表－１．複合接種試験と再分離試験の結果

病原細菌再分離程度
（cfu/ 磨砕液１ml）

糸状菌再分離率
（％）

平均罹病程度
　（３５日目）

接種処理

－００．０Fusarium sp.１

－００．０Melanconium sp. －２０１

－９３０．４Macrophoma sp.１

≧１０６８８１．０Fusarium sp.１＋ QM７６０１

≧１０６００．６Melanconium sp. －２０１＋QM７６０１

≧１０６８０５．０Macrophoma sp.１＋ QM７６０１

≧１０６－０．７QM７６０１

非検出－０．０対照

写真－２．QM７６０１単独接種の病徴

写真－３．Macrophoma sp. －１＋QM７６０１
複合接種の病徴　　　

（２００２年１２月２６日　受理）


